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ABSTRACT

Since March in 1972, when the first beam was accelerated in the 45 MeV linac, this linac 

has been working satisfactorily and stably, as the pulsed high intensity electron beam, 

neutron beam and -ray. In this paper we refer to the outlines of our linac,situation of the 

machine operation; i.e.,annual machine time for various kind of the operating mode and dura­

bility records of klystrons,thyratrons and electron guns• And furthermore, we describe a few 

improvements on the temperature and voltage regulation systems which stabilize the electron 

beam current, especially at low beam current and single pulse mode.

L さえが彳

M M 5  邛 伽 れ 年 中 ノ 略 モ い し ぐ 3 y 年 计 反 で 游 义 バ

ソ ,M o 4 - ^ 3 月 寃 戌 し に 斧 一 ！!む c速 印 の み v i f W  /"て 基 谈 ^ 换 は 死 和 打 棟 よ ジ ^ ^ れ 7 ン入 

来 為 平 均 芩 。 。 。 於 間 （顧 通 I;迷 す ふ )働 ^ 雜 ガ わ ;K ? い ん こ の 問 L I H A  C  4 支  

.ド 辦 枉 ふ 殊 ヒ し 《 rf!い ス 冷 中 ノ 1 1 3 乎 彈 •十^ ^ しの^ 务 ^ 、ら 、】 / 南 エ ネ )レ ギ 一 石 ^ ^ T K & N  s の 冷 中 性  

3 ひ な 雙 と し ダ 左 き れ ろ 等 の ^ ^ 、•，上^  く い 石 。 衾 7■又 と の 抱 k は ピ ] ^ •ハ0 、レ ス 彡

- オ ソ 敬 中 作 、+ T o  F に よ ^ / 一  タ 评 面 の ^ ^ r、主 /て 佚 ね れ ？ い 4 ダ ノ 兑 钱 Iて み 'い べ O  

料 へ の 授 ^ 1 , 电 ， ピ し へ の 生 ^ ^ H の^ ^ b 妳 含 yjfTし い 翁 ギ  1ガ 靡 ! # ^ れ す い ふ ， | h  

今 考 及 肉 r、 “ 所 と 父 0 风 の 顧 の 間 の 抹 怿 ダ 計 画 ^ ，^ あ、リノ - れ |ー、ト ノ 續 宁 性 子 2 来 赞 纷  

_ 幻 ^ ) 渙 爽 等 の 石 松 r、も 伙 i f Kれ ふ 他 ，贿 ，脾 / 奴 ヴ ら れ 名 町 能 汁 朱 厂 ぐ •

メ見 fiビ ー 卜  t M s  )§]i R ^ v ^ i X k  そ 絶 ! ^  〜ん• ( r o . z ^  y i\ よ

ソ , ビ ー ベ 戈 |./j于 ダ I 0, rス ネ 认 か r 試 奢 之 れ る ： と ノ 杈 蹄 希 め 奄 庆 錄 の 杉 害 い こ 匕 + ネ反 

4 - 1  r、 ネ 賴 ^ で 、： 5 ? , ^  f c X e 運 私 の 將 彖 初 の ハ 0、レ 入 爲 旬 力 、’パ 、々く G ふ こ と 力 、つ 抱 ： （

、，ノ シ 3 ン # / れ 遂 拉 ^ • の ビ ー 厂 一 、め r 行 フ 厂 3 又 着 fSF[と 、んの 跫 M 呆丨一、フ 、、ミ 執 1 す み  

0

ん 遲 私 的 間 ヒ 別

) a i , )司 れ ギ 彭 iJ遂 ^ 辦  1 ヒ 蔚 鞋 > i a ジ ハ 0 »レ 入 恂 另 侧 ， 老 ^ ネ し m 蝴 灰 の | 私 麻 ^  

从 み ヒ 舛 哪 灰 ン 人 的 Iて A ベ み t 低 及 胁 V 斗 す ろ 牛 。。卿 _ 欧 「、減 ;;ビ ー い  

ん ニ /K H 中 竹 ^•夂 硬 の 音 财 S货 樹 減 、 ; ; ， > c m “ c パ 丨 t A f e r 、 ぶ ふ 尸 ▲ の 連 私 / 蹲

\ ス い ふ B め と 方 剧 之 の '&我 合 汾 、1 中 4 1 $ # の> i ) f ] 0 ^ r 泰 わ し ノ 入 へ 0 フ 卜 ロ メ  — ヲ の R

め の '午 评 性 齡 レ 碟 ノ 級 中 枉 J ス ヤ ク ト レ の 沒 、良 ノ 中ノ_ 晴 支 輯 卜 _ 雜 阶 丨 地 J 麻 ゆ J 

IflQ私 議 わ し ， ハ 0)レ 人 ク ^ T V シ ス 蹲 系 け - マ 导 丨 V 、レ ]^]"分 丨 ネ ダ > マ 一 麻 の ネ "fl日 麩 を 春 わ し  

, 主 丨 -、)頌 狀 武 '「、よ ふ 方 'ン マ 你 め ノ ^ の 哭 恢 其 「4 哪 々 れ 厂 一 、 紙 を ネ し I レ ん 術 合 ? 分

ヒ ；iの 上 •の 刹 そ れ 、!''れ ゾ ) 0 K l ^ C ヒ 0、1 〜 。 ハ0ル ス f l の》 _ 日 故 モ ネ し ミ い る 。



> 1»3<]

回 4 フラィストとすO 卜0ニのィI 的^ ^  
M 3  包 ^ ^ 巧

4 . ビ ー ん 愈 ^ ^ ^ 匕
肺 ト 银 舌 ハ 3 , クイブックの_ 贱 1ておIアるビし“ のf 炎 ;り5錄 及 ひ 4慨 の 变 臭 i # f l U リ 

一祭のメん乘： ゲノぞら1て̂ 4ダ,咚ヲ， シこハp、レス中In一、 く卜# pふ み い ロ 坻 エ ミ ッ シ

JffU獲•ハ*ルスttiS •丨纠f l B 认

m |

□  I

□ 
O
Q
3
Q

m

;友

) 5 ] 1 聰 順 娜 1  

' 主 ふ の 仗 )̂'1片が1 
纫 3 「、老 J後 の 饮 ifl卒^ ヒ¥ れ T h の爲 ifl時)3̂ ネし厂て。 図 2 束 狼 •)ぐルス中“ 你 J羽 0狄  

最 初 の3本は矢、使 の 斧ろf Iてよらt \  t 一 ダ暫;D を 7 0 w —  欠 で 嫂 )f ] しそい厂ニ t のぐ ニの略め平紙  

)fl時ち如んWo焉 V K ぁふ• これKjt中しく t 一 ヌ龟カモ夫焉突斧汁丨；> リ30りへ7 _ の終阑ビ良i  ? 饮  

巾し r、; ^ i  JlUi硬评)中の鄉'を名V)< す,3。0将 間 ヒ 侉 に 騎 ダ ^ 1マいみニ t パ扣ャヽふ•こ 

1 ^ ^ 巍 の ^ ^ ヒ ロ ン ブ リ ッ ド X V 、ン 的 ン 咬 主玄 ダ 冲 一 、ぺ1レ入 3? プ オ ソ シス夺 P u JU jl 

麻 の 臾 欣 K泰 警 モ 只 石 ± . ( , 1 ル 肩 )r、逢 し 交 欢 し 厂 て ) ^ ^ め ん エ ミ 滅 > ふ い 、1ヒ ー タ _ 轉 に 本  

ふ 次 象 ロ ^ 4 ど の と 2 ろ 一 ^ 七 W い フ rニ。 間 斗 は フ 夕 イ ス 卜 り ン ヒ 5M 'つ卜0 ン の 嫂 P ^ l を 方 し 7こ 

t の で ハ フ ラ イ ス ト d ン の 戏 碎 更 甲 す の も の 、t い 矿 れ も 乏 ス 料 )^丨 ; 翅 フ く い ふ - ニ の 表 财 よ |叉 甲 の 毛  

厂 谈 因 Q ノ ヒ ー タ ー の 交 入 愈 成 そ ^ 从 闪 r、<F甲 乏 々!尺 )f]し 《 い ろ ：！ ヒ r あん。

ELECTRON QUH OPiRATINQ TIME

S0«-T0« «a»tobte

K L Y S T R O N  象 T H Y R A T R O N  O PER A T IN G  TIM E

27 ~



3 7 職 r、ユ ふ 速 洗 酸 耳 , 当初ハラィす、ンクれ柝ヒ灵フ「者 中 1硬的亨べ要岸ダ玲 i くぶリノ ニh  

各の弟十 ? “ ビ ー 成 名 安 足 I ;  ^ 厂又め2 ノ 3 の 她 0 卜厂 ; 。間 い 1 汉良^ ^ の因^ K める，ノ吏 
柬のへ 1 へ乃， “ 。 ハ0 、レス十！)の电多錢グッッドノぐ)し ブ ー は 卩 ▲  対 司 叫 で . 4

作られ《石らず,ノブイ >  卜ロン（I 守竹P ) の?妙あてはし/ 入 ，マぃ 4 k め s 卜# ) ^ の乘初の 1 
览ゼ也く尨みH ぜ’あ斤、。これ i j l j K の 1てしを民r、支之ミノ 3 ノ バ 仏 の 〜 パ fJU  足)てし 

rマ。ぞG r 、 r i y y ^ s 適 軾 r 、クぃく iちブソッドノぐルス^ £ t 乘少- ネr 下げ•ノ タ伞声

を3 0 幻泰ど’下 i f マ校汗] 穸ネのぞ，ノ欲^ の绊安定^ 愈 源 / はリッア ) レ 々 歲 イ ビ ，一ん蜜3 永广夫 

き / 人 ？く 泼 财 酸 ダ 上 ; ^  r ip ^ 厂乂。ニの^ } ? ネ甲セ名r 、め |て, グツッドパ Iしダ一り房) ^ 翁琢を^  

炎ノノ匕し' すイラトQ ン，\ 仍入力？反入力としk 。 ¥ の货养 s 間ムスダ間いてネ！v 間ら1 八ハしスのく 
リ返し+  10 0  P,び Z 'M kしr 、■ 安 如 L 衿 物 姊 の ビ ー ム 铁 の 钦 ひ ふ • 嫩 匕 し / ' か ビ ' 

一 A ぬれの喪參坪丨J  U グン乂] : と入'?  く 议 善 ク 2̂ \[て対し•今卜穿为域森？. U  5 D H ^のソ

、リフハレの̂ i f i〉R奴びる厂てめリッフ0ル/ あ ? イ ハ 、し入愈;/t ) t , i又 ー 臾 ヒ ? ず'?ぃあみ 

ノ厂その間のわずV y 景：1てギリ成^ の美十、̂ t W 色阁浪 

，准冗が、突|o:fみ厂てめビーム电命/•同！̂ 9 て亥動しミ 

ぃ•ろ。一方)幻7 丨 も と 同 じ 參 个 ブ く リ 逛 し の み /スo 
^  七しのであみ， しのくリ遍し阛胡，はビ

- 夂 姆 剛 碎 ぃ ド め 記 爾 上 の 砲 卿 泌 原 の  

沩 h 入 ？夂差天 |視 ら h 格ぃ/ ) 早ぃ_ を『牌 ヒ  

すろ支极でt j 安炭先の知^ / 規 ; う• ス卿司でで一
へ愈れのぃ'  じ•みしv a M g 包メレ̂ 1 カ、らの^ f x，X ^

，；s る も の デ ,ベの# 饮 4 概 |;占 リ则 

^ いる9

iiii

Cil

®  5 龟 漱 グ 1ゾッドノ、、レ ア 一 同 酬

；B E A M ,  S T A B I L I Z A T I O N  by duLATION ___1Pm_jn_ _.

B€AM-Gii f̂ eftTHnbn rregu I atBdl •："

T E M P E R A T U R E  O F  C O O L I N G  W A T E R

R A T E  1 2 0 ；P P 8

5 。

佩 和 r t核 の 奴 碑 ^ ^ 博 a  ノぐ1しy - 卿 ネ 7先 ミ ホ 幻 嬈 ネ 了 个 ；H f ^ t j f r
中 と 少 ^ 々 n - > ミ い 名 。 脉 令 、 、？ ^ の は 暫 务 洗 ;)1ツ ッ ド ル し サ 一 タ 〉 フ ノ  ？ ク イ ス 卜  

D > ?  >  7 し 了 り ノ パ ル ダ ー ！ ^ # ク ン フ a n ) の 纖 ス イ ノ ^ ^ プ ^ ^ 狐 ， ^ ^ : 匕  

し ミ カ 遞 释 户 / て フ ラ イ 才 ^ レ フ 。 ） 芒 匕 タ ー ボ ^ ^ す ' 。>  フ 。 ） 3 の 酿 の 、̂ ^ 叙 め マ い ふ ，


